
建築材料の微細構造分析から性能向上まで

セメント系材料の化学的メカニズムとナノストラクチャー解析

キーワード：白樺・ベチュリン・生分解性プラスチック

研究の目的

研究の概要
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現在建設産業で、コンクリートは優秀な性能により多様な環境
で広く使われているが、セメント生産によるCO2排出の問題お
よび劣化による構造物の性能低下の問題がある。持続可能な
構造物を貯め、低炭素系建築材料の性能向上およびコンクリー
ト表面改質剤などの性能評価、改善に関する研究を行う。

コンクリートの主材料であるセメント系材料は水や刺激剤との水和反応および化
学的反応を通じて水和物が生成され、強度発見および耐久性に影響を及ぼす。各
種コンクリートの性能評価をための基礎研究として、各材料の化学的反応メカニ
ズムを究明する必要があり、これに基づいて実構造物の挙動を予測する段階への
研究発展を行う。以外にも、コンクリート耐久性向上をために使われる表面改質
材などの性能評価・化学的反応メカニズムに関する研究を行う。

セメント系材料
のナノストラク
チャー解析



なし

現在活用される製品の問題点•改善点を把握し、
問題改善方法の提案を通じて性能向上を図る。

セメント系材料およびコンクリート表面改質材の微細分析・性能評価・予測など。

セメント系材料のナノストラクチャーに関する
理論的な解明と劣化メカニズムに対する正確な
解析は、当該研究分野の進歩に大きく貢献する
研究であると位置づけられる。

研究の主要な測定方法であるNMRは化学分析
分野の威力的な測定方法であり、さらに一つ
の分析方法ではなく各測定方法のメリットと
デメリットを組み合わせて分析結果を導き出
し、信頼度を高めることが独創点である。

建設・社会基盤

スラグ、フライアッシュ、メタカオリンなどを
活用したアルカリ活性セメント。コンクリート
表面改質材の性能評価。

◆研究に関連した特許の出願、登録状況

◆製品化、事業化のイメージ

◆従来研究（技術）と比べての優位性

◆適応分野

◆研究のステージ

◆研究の新規性、独自性

◆研究（開発）に関連して、あるいはそれ以外に関われる業務

◆利用可能な設備、装置など

◆教員からのメッセージ

建物・基礎・地盤の三位一体による耐震性評価

なし

建築物の安全性・経済性・環境性、それを支える地盤/基礎から研究しております。

新しい各種構造形式の共同開発に向けてぜひご相談ください。

基礎の耐震対策、地盤ー基礎に関する設計用ソフト

の開発。

建築物/基礎/地盤の地震応答解析、各種基礎の載荷実験。

振動モード、作用外力（建物慣性による力重、地盤変

位による力）の相互寄与に基づく地震応答の評価。

表層地盤の増幅特性、建物ー基礎ー地盤の相互作用

を考慮したパイルド・ラフトの地震応答解析。

基礎研究　応用段階

建設・社会基盤

既存基礎・既存杭の再利用に向けた損傷抑制技術、

基礎・地盤に関する諸問題、構造設計の計算をして

いる住宅メーカーなど。

◆研究に関連した特許の出願、登録状況

◆製品化、事業化のイメージ

◆従来研究（技術）と比べての優位性

◆適応分野

◆研究のステージ

◆研究の新規性、独自性

◆研究（開発）に関連して、あるいはそれ以外に関われる業務

◆利用可能な設備、装置など

◆教員からのメッセージ

建物・基礎・地盤の三位一体による耐震性評価

建物慣性力 地震動

作用外力による杭の曲げ分布イメージ

原位置載荷実験

杭の曲げ試験

固体NMR、XRDなど

セメント・コンクリートに関する化学的分析および予測に関する研究を行っ

ております。お問い合わせをお待ちしております。
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